
知識の提供・普及啓発

ひろげる助成

年目2

課　題

目　標

再生可能エネルギーを供給する電力会社を格付け
し、消費者が電力を選択できる状態を作り、金融機関
の投融資方針・実態をパリ協定と整合化させる。

市民の電力消費行動と金融機関の投融資行動をパリ
協定に整合させることを通じて、化石燃料発電が段
階的に削減され、再生可能エネルギーの活用が急拡
大する。

気候変動問題の解決のための、再生可能エネルギーの
急速な普及と金融機関の投融資方針の導入に向けた
調査・普及啓発活動
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WEBサイトアクセス 500件
150人
75％
35％

パワーシフト宣言者

今年度計画の達成度

目標達成度
活動内容と成果

再生可能エネルギーを重視する新電力会社への厳選は継続的に行っていく。市民
へのパワーシフトに対する心理的障壁を無くせるように、パワーシフトの方法な
どをWEBサイトに掲載する普及啓発活動をしていきたい。

●環境や地域に配慮した電力会社への選択を促す
キャンペーン「このデンキがヤバイ！シンポジウム」
の2度目の開催で、新電力会社に登壇してもらうこと
に成功し、パワーシフトを呼びかけることができた
●東京女学館に社会貢献学習の一環として、FFG

（Fair Finance Guide）をテーマにしたセミナーを行
い、学生10名が参加した　●セミナーを開催し、メ
ディアの参加は3名だったが、主な取組みであるFFG
に関するメディア掲載は13件あった

今後の
展望

FFGに関するセミナーの様子

再エネをテーマにしたシンポジウムの様子

■苦労した点
石炭火力発電の現状と気候変動との関
わりについて市民や若者に分かりやす
く伝えることに苦労した。

■工夫した点
ユース中心にした企画であり、登壇者
もユースを中心にしたパネルディス
カッションを行うため、重視した。

（特非）   A SEED JAPAN




